
一 般 質 問市政について問う！

問
鉄
道
高
架
事
業
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
見
直
し
、
市
民
生
活
を
第
一
に

考
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
長
の
認
識
は
。

答
市
長
／
本
市
に
お
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
の
推
進
や
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
や
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
整
備
は
、
市

民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
防
災
力
の
向
上
、
産
業
の
振
興
、
環

境
負
荷
の
低
減
な
ど
、
暮
ら
し
や
す
く
魅

問
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一

教
会
）
と
市
長
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

平
成
三
十
年
四
月
に
当
時
市
議
会
議
員
で

あ
っ
た
賴
重
秀
一
市
長
が
世
界
平
和
統
一

家
庭
連
合
沼
津
家
庭
教
会
の
施
設
を
訪
問

し
た
経
緯
は
。

答
市
長
／
平
成
三
十
年
の
沼
津
市
長
選

挙
に
立
候
補
す
る
際
、
支
援
者
を
通
じ
て
、

立
候
補
の
理
由
や
政
策
を
説
明
し
て
欲
し

い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
世
界

平
和
統
一
家
庭
連
合
沼
津
家
庭
教
会
の
施

設
を
訪
問
し
た
。
な
お
、
当
時
は
、
旧
統

一
教
会
が
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
と
同

一
の
組
織
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
く
、

問
人
口
減
少
に
伴
い
税
収
が
伸
び
悩
む

中
、
今
後
、
大
型
事
業
を
控
え
投
資
的
経

費
に
充
て
る
一
般
財
源
が
不
足
す
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
国
・
県
の
補
助
金
や
交

付
税
措
置
が
あ
る
市
債
の
活
用
等
、
特
定

財
源
の
確
保
に
努
め
、
一
般
財
源
の
圧
縮

を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
５※

費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）
が
1.0
を
下

回
っ
た
場
合
、
鉄
道
高
架
事
業
は
中
止
す

る
の
か
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
鉄
道
高
架

事
業
の
事
業
継
続
は
費
用
便
益
比
の
み
を

も
っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
鉄

問
県
が
公
表
し
た
鉄
道
高
架
事
業
の
事

業
費
増
に
伴
い
、
本
市
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
市
長
／
鉄
道
高
架
事
業
は
、
地
方
自

治
の
根
幹
を
な
す
議
会
制
民
主
主
義
に
基

づ
き
、
事
業
の
完
成
を
待
ち
望
む
多
く
の

市
民
の
声
を
受
け
、
長
年
に
わ
た
り
本
市

の
最
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

き
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
市
長
選
挙
な
ど

に
お
い
て
も
幾
度
と
な
く
争
点
と
な
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

令
和
五
年
度
か
ら
は
、
本
格
的
な
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
あ
り
、
地
権
者
を
は
じ
め

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
で
あ
り
、
市
民
生
活
を
第
一
に
考
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
引
き
続

き
都
市
基
盤
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
、
第

五
次
沼
津
市
総

合
計
画
に
掲
げ

る
諸
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
寄
り
添

っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て

い
く
。

昨
今
の
報
道
等
に
よ
り
認
識
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
国
が
定
め
る
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
に
基
づ
き
、
本
市
で
も６※

オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
宣
言
し
、
有
機
農
業
を

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
考
え
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
の
実
施
に
は
、
農
業
者
だ
け

で
な
く
、
加
工
・
流
通
・
消
費
ま
で
の
関

係
者
の
取
組
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
に
必
要
で

あ
る
た
め
、
今
後
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
沼
津
駅
周

辺
総
合
整
備
事
業
は
、
本
市
の
確
固
た
る

南
北
軸
の
形
成
と
中
心
市
街
地
の
都
市
構

造
を
抜
本
的
に
変
え
、
人
・
物
の
流
れ
を

大
き
く
変
え
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の

好
循
環
に
も
つ
な
が
る
な
ど
様
々
な
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
事
業
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

財
政
部
分
で
の
検
証
を
行
い
つ
つ
、
国
庫

補
助
金
や
県
負
担
金
な
ど
、
積
極
的
な
財

源
確
保
に
努
め
、
県
等
と
連
携
し
、
コ
ス

ト
縮
減
・
工
期
短
縮
を
図
り
な
が
ら
、
一

日
も
早
く
市
民
が
事
業
の
効
果
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

と
し
た
多
く
の
市
民
や
民
間
事
業
者
の
期

待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
そ
の
歩
み
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
早
期
完
了
を
目
指
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い

と
考
え
る
。
今
回
、
県
が
公
表
し
た
事
業

費
は
増
額
と
な
っ
た
が
、
本
事
業
は
、
本

市
の
中
心
市
街
地
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

を
抜
本
的
に
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

市
の
み
な
ら
ず
静
岡
県
東
部
地
域
が
、
将

来
に
わ
た
り
発
展
し
て
い
く
上
で
必
要
不

可
欠
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

補
助
金
や
市
債
の
適
正
な
活
用
な
ど
、
必

要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

川
口
　
三
男

江
本
　
浩
二

山
下
富
美
子

梅
沢
　
　
弘

鉄道高架事業を中心とした
まちづくりを見直す考えは

世界平和統一家庭連合と
市長との関わりは

困難な財政状況の中　　　
鉄道高架化を見直す考えは

住民投票により　　　　　　
市民の意思を確認する考えは

▲ ヒト中心のまちなかをつくるプロ
ジェクト　OPEN NUMAZU
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